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はじめに

このたびは、TELESYN 9100 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

TELESYN 9100 は、高い信頼性、拡張性、およびレイヤー 2 スイッチ製品の高機能を兼ね備えた、キャ
リアグレードのレイヤー 2・メトロエッジ・スイッチです。

メトロ・イーサネット・VLAN 機能（MEV:IEEE802.1q トンネリング機能）を使用することができ、

この MEV タグ値を変えることで、他ベンダー機器を含めたマルチベンダー環境下での柔軟なネット

ワーク構築が可能となり、既存の資産を有効に利用することができます。

最新のファームウェアについて

弊社は、改良 ( 機能拡張、不具合修正など ) のために、予告なく本製品のファームウェアのバージョ
ンアップを行うことがあります。最新のファームウェアは、弊社ホームページから入手してくださ
い。なお、ファームウェアをご利用の際は、必ず弊社ホームページに掲載のリリースノートの内容を
ご確認ください。

http://www.allied-telesis.co.jp/

マニュアルの構成

TELESYN 9100 のマニュアルは、次のように構成されています。

各マニュアルを良くお読みのうえ、本製品を正しくご使用ください。また、お読みになった後も、製
品保証書とともに大切に保管してください。

○ イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド ( 本書 )
本製品の概要、設置と接続、本製品に設定を行うための手順と基本的な操作方法など、本製品を使い
始めるにあたっての最低限の情報が記載されています。

○ リ リース ノ ー ト
ファームウェアのバージョンアップで追加された機能、変更点、注意点や、取扱説明書の内容を補足
する最新の情報が記載されています。

○ User Guide ( 英文 )
各機能の解説、メニューとコマンドの使用法など、本製品の設定項目に関する詳細が記載されていま
す。

○ Component Reference ( 英文 )
各モジュールの詳細情報が記載されています。

○ Command Handbook ( 英文 )
CLI コマンドの一覧の概要が記載されています。

○ Log Manual ( 英文 )
ログメッセージ、LED のステータス、サポートする MIB について記載されています。

○ Service Guide ( 英文 )
映像、音声などのサービスを提供するにあたっての、ハードウェア・ソフトウェアの構成について記
載されています。

本書は、本製品のファームウェアバージョン「8.0.2」を元に記述されています。本製品のご使用に当

たっては、必ずリリースノートもお読みください。
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1. TELESYN 9100 のインス ト ール
1.1  TELESYN 9100 の構成
本製品はコ ン ト ロールモジ ュール (CFC12)1 つと 、 要求事項に応じ た複数のサービ スモジ ュール (SM)
を組み合わせて ラ ッ ク マウ ン ト で使用し ます。 （使用可能なサービ スモジ ュールの詳細については
Component Reference を参照し て く だ さい。）

本製品の構成概要を表 1-1 および 図 1-1 に示し ます。 本書内での記述においては常に参照し て く だ
さい。

本製品は、 電源の違いによ り 次の 3 種類のシ ャーシが存在し ます。

• 9101-A ： 2 系統の -48V 電源入力を持つ

• 9102-A ： 冗長化されていない AC 電源を もつ （AC 電源 1 基搭載）

• 9103-A ： 冗長化された AC 電源を持つ （AC 電源 2 基搭載）

図 1-1   TELESYN 9101 の構成例

図 1-2   TELESYN 9102 または 9103 の構成例

表 1-1  本製品を構成するモジュールと その概要

Ref. モジュール 構成概要

A CFC12  - Slot 3 CFC12 カードはスロット 3に取り付けます。

B SM slots (0, 1, 2) 最低 1つのサービスモジュール（SM）を取り付けます。

C PEM（9101 のみ） パワーエントリーモジュール。電源供給用コネクター（A、B、共通戻り線、グ
ランド）、ヒューズがあります。

D コンソール コンピューター（RS232）にローカル接続するポートです。

E MGMT イーサネットマネージメントポートで 10BASE-T/100BASE-TX で接続します。

F GE2RJ 近接機器と 100BASE-TX/1000BASE-T で接続するためのポートです。

G GE4 光ファイバーによるギガビットイーサネットによるアップリンクポートで WAN
と接続します。SFP モジュールが必要です。
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 7
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1.2  設置条件
本製品を設置する前に、 環境条件、 資材の性能、 設置作業環境などが適合しているかを確認して く ださい。

1.2.1  9101 の設置条件

既存の設備 と 設置用のラ ッ ク について以下の 表 1-2 の設置条件を守って く だ さい。

1.2.2  9102/9103 の設置条件

既存の設備 と 設置用のラ ッ ク について以下の 表 1-3 の設置条件を守って く だ さい。

表 1-2  9101 の設置における必要条件

作業に必要な人数 ラックに搭載するには 2 人で作業を行います。

立ち入り ( セキュリ
ティーのため )

設置場所への立ち入りは制限をすることが望まれます。

背面からのアクセス 初期設置時または設置後に、ALM IN および ALM OUT を接続する場合、
背面からのアクセスが必要となります。

設置場所 ケーブルの設置のための余裕を持ってください。
本製品はし っか り 安定し ている場所に設置し て く ださい。

供給電源 確実に接地された 48VDC 電源に接続し て く ださい。 分岐回路の最大
過電流保護設定値を 15A にし て く ださい。

設置スペース 設置スペースについては以下の値と 図 1-3 を参照し て く ださい。

1  マウ ン ト 用の横幅の最低値 : 500 mm。

2  マウ ン ト 用フ ラ ンジの間隔 : 442 mm

3  全体の奥行き : 300 mm:

    3a ラ ッ クの ド アやカバー : 10 mm ( 前面および背面 )

    3b  パネルよ り 前部 : 41 mm

    3c  パネルよ り 背部 : 241 mm

4  ラ ッ ク の間隔 ( それぞれのシャーシの中心の間隔 ): 650 mm

表 1-3  9102/9103 の設置における必要条件

作業に必要な人数 ラックに搭載するには 2 人で作業を行います。

立ち入り ( セキュリ
ティーのため )

設置場所への立ち入りは制限をすることが望まれます。

背面からのアクセス 電源ケーブル、アースの接続、そして AC 電源ユニットの設置、除去
のための場所が必要です。

設置場所 ケーブルの設置のための余裕を持ってください。
本製品は確実に安定している場所に設置してください。

供給電源 AC100-240V、 50/60Hz

設置スペース 設置スペースについては以下の値と 図 1-3 を参照し て く ださい。

1  マウ ン ト 用の横幅の最低値 : 500 mm。

2  マウ ン ト 用フ ラ ンジの間隔 : 442 mm( 完全になにも ないこ と )

3  全体の奥行き : 605 mm:

    3a ラ ッ クの ド アやカバー : 10 mm ( 前面および背面 )

    3b  パネルよ り 前部 : 41 mm

    3c  パネルよ り 背部 : 545 mma

4  ラ ッ ク の間隔 ( それぞれのシャーシの中心の間隔 ): 650 mm

a. フロントマウントの場合、マウント用ブラケットの奥行きは最小で 545mm。センターマウント
の場合、マウント用ブラケットの奥行きは最小で 485mm。エクステンションやリアマウント用
ブラケットがある場合は、必要に応じてさらに余裕を持ってください。
TELESYN 9100 インストレーションガイド



図 1-3  ラック設置時のスペース必要条件 ( 上から見た図 )( 表 1-2、 表 1-3 参照 )

1.3  同梱物と事前に準備が必要なもの

1.3.1  9101 の同梱物と準備に必要なもの

9101 には表 1-4 で示す同梱物があ り ます。 万一、 足 り ないものがあ り ま し た ら、 弊社担当窓口までお
問い合わせ く だ さい。

次の表 1-5 に記載し た ものは、 同梱されていません。 別途準備し て く だ さい。

表 1-4   9101 同梱物一覧

□ 9101 シ ャーシ

□ フ ロ ン ト マウ ン ト 用ブラ ケ ッ ト 2 個、 シ ャーシ取 り 付け用ネジ （M3 × 6mm） 8 個

□ 19 イ ンチから 23 イ ンチへのアダプター 2 個、 M6 × 10mm ネジ 4 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー
4 個

□ 7.5A ヒ ューズ 4 個、 ヒ ューズホルダー 2 個、 PEM プラ グ （DC 電源プラ グ） 1 個

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （ メ ト リ ッ ク M6 × 10mm6 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー 6 個）

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （イ ンペ リ アル UNC#12-24 セルフ タ ッ プ 6 個）

□ コ ン ソールケーブル （RJ45-DSUB9） 1 本

表 1-5  設置前に準備の必要なもの

数量 説明

MGMT ケーブル 1 カテゴ リ ー 5、 RJ-45 コネ ク ター

電源用導線 必要に応じ て 太さ 14AWG。 長さは本体設置場所および引き回しによ り 異な る

電圧計 1 PEM プラ グの電圧確認に使用

結束バン ド 必要に応じ て
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 9
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1.3.2  9102/9103 の同梱物と準備に必要なもの

9102 には表 1-6 の同梱物が含まれています。 万一、 足 り ないものがあ り ま し た ら、 弊社担当窓口まで
お問い合わせ く だ さい。

9103 には表 1-7 の同梱物が含まれています。 万一、 足 り ないものがあ り ま し た ら、 弊社担当窓口まで
お問い合わせ く だ さい。 

以下の表 1-8 に記載し た ものは、 同梱されていません。 別途準備し て く ださ い。

表 1-6   9102 同梱物一覧

□ 9102 シ ャーシ (AC 電源ユニ ッ ト 1 個、 AC 電源ユニ ッ ト ブラ ン クパネル 1 個実装済み )

□ AC 電源ケーブル 1 本

□ フ ロ ン ト マウ ン ト 用ブラ ケ ッ ト 2 個、 シ ャーシ取 り 付け用ネジ （M3 × 6mm） 8 個

□ リ アマウ ン ト 用ブラ ケ ッ ト 2 個、 M4 × 6mm ネジ 8 個、 M4 ナ ッ ト 5 個

□ リ ア延長用ブラ ケ ッ ト 2 個

□ 19 イ ンチから 23 イ ンチへのアダプター 2 個、 M6 × 10mm ネジ 4 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー
4 個

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （ メ ト リ ッ ク M6 × 10mm6 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー 6 個）
2 組

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （イ ンペ リ アル UNC#12-24 セルフ タ ッ プ 6 個） 2 組

□ コ ン ソールケーブル （RJ45-DSUB9） 1 本

表 1-7  9103 同梱物一覧

□  9103 シ ャーシ (AC 電源ユニ ッ ト 2 個実装済み )

□ AC 電源ケーブル 2 本

□ フ ロ ン ト マウ ン ト 用ブラ ケ ッ ト 2 個、 シ ャーシ取 り 付け用ネジ （M3 × 6mm） 8 個

□ リ アマウ ン ト 用ブラ ケ ッ ト 2 個、 M4 × 6mm ネジ 8 個、 M4 ナ ッ ト 5 個

□ リ ア延長用ブラ ケ ッ ト 2 個

□ 19 イ ンチから 23 イ ンチへのアダプター 2 個、 M6 × 10mm ネジ 4 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー
4 個

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （ メ ト リ ッ ク M6 × 10mm6 個、 M6 菊ワ ッ シ ャー 6 個）
2 組

□ シェルフマウ ン ト ネジキ ッ ト （イ ンペ リ アル UNC#12-24 セルフ タ ッ プネジ 6 個） 2 組

□ コ ン ソールケーブル （RJ45-DSUB9） 1 本

表 1-8  設置前に準備の必要なもの

数量 説明

MGMT ケーブル 1 カテゴ リ ー 5、 RJ-45 コネ ク ター

グ ラ ウ ン ド用導線 1 太さ 14AWG。 長さは本体設置場所および引き回しによ り 異な る

結束バン ド 必要に応じ て
TELESYN 9100 インストレーションガイド



1.4  設置方法
本製品の設置方法は、 ラ ッ クへのフ ロ ン ト マウ ン ト 、 セン ターマウ ン ト の 2 通 り があ り ます。

1.4.1  9101 のマウン ト 方法

1.4.1.1 フ ロン ト マウン ト

1. ブラ ケ ッ ト を適切な位置に合わせます （ 図 1-4 参照）。

2. M3 x 6mm のネジを使い、 ブラ ケ ッ ト を取 り 付けます。

図 1-4  フ ロン ト マウン ト

1.4.1.2 セン ターマウン ト

ブラ ケ ッ ト は、 図 1-5 のよ う に、 本製品の中央部に取 り 付けます。 取 り 付け方法は 1.4.1.1 フ ロ ン ト マ
ウ ン ト （P.11） を参照し て く だ さい。

図 1-5  セン ターマウン ト
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 11
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1.4.2  9102/9103 のマウン ト 方法

1.4.2.1 フ ロン ト マウン ト

1. ブラ ケ ッ ト を 図 1-6 で示す適切な位置にあわせます。

2. M3 x 6mm のネジを使い、 フ ロ ン ト 用ブラ ケ ッ ト を取 り 付けます。

3. 延長用ブラ ケ ッ ト を M4 x 6mm のネジを使い取 り 付けます。 延長用ブラ ケ ッ ト は リ アマウ ン ト 用
レールの前に位置する よ う に取 り 付けます ( 図 1-6 を参照し て く だ さい )。

図 1-6  フ ロン ト マウン ト

1.4.2.2 セン ターマウン ト

ブラ ケ ッ ト は、 図 1-7 のよ う に、 本製品の中央部に取 り 付けます。 取 り 付け方法は 1.4.2.1 フ ロ ン ト マ
ウ ン ト （P.12） を参照し て く だ さい。

図 1-7  セン ターマウン ト
TELESYN 9100 インストレーションガイド



1.4.2.3 延長用ブ ラケ ッ ト と リ アブ ラケ ッ ト の取り付け

注意 : 本製品の取り付けは、 製品前面に 1 人、 背面に 1 人の 2 人で行って く だ さい。 

リ アブラ ケ ッ ト は図 1-8 に示すよ う に、 同じ ものを左右で回転させて使用し ます。 製品背面から見る
と 、 フ ラ ンジが右側では下に、 左側では上になる よ う に取 り 付けます。 こ う する こ と によ り 、 電源ユ
ニ ッ ト の取 り 外しのために必要な ク リ ア ラ ン ス を確保でき ます。

1. 1 人が製品を前面から保持し取 り 付け位置にあわせます。

2. も う 1 人が製品の背面から正しい位置に製品を保持し て、 前面の担当者がラ ッ ク にネジ 4 本を
使って取 り 付けます。 上側のネジを取 り 付けてから、 下側のネジをつけて く だ さい。

3. 背面の担当者が、 図 1-8 のよ う に、 リ アブラ ケ ッ ト を取 り 付けます。 ラ ッ ク背面に対し て水平に
な る よ う にブラ ケ ッ ト を調整し て く だ さい。 背面のマウ ン ト 用ネジを まわす と きにあ る程度動 く
よ う に、 ナ ッ ト は完全には締め付けないで く だ さい。

4. 背面の担当者は、 マウ ン ト 用ネジを使って ラ ッ ク背面に製品を取 り 付けます。 上側のネジを取 り
付けてから、 下側のネジをつけて く だ さい。 リ アブラ ケ ッ ト は完全にネジを締め付け る こ と がで
き る よ う に、 少し動 く はずです。

5. 先ほど完全に締め付けなかった リ アブラ ケ ッ ト の 4 つのナ ッ ト を締め付けます。

図 1-8  リ アブ ラケ ッ ト の取り付け
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 13
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1.5  安全な設置のために

1.5.1  安全ガイ ド ラ イ ン

注意 : 本製品の設置、 移動、 調整にはネ ッ ト ワーク機器に関する知識が必要です。

注意 : この節をすべて読んで重要な安全情報と警告を把握し てから、 設置作業を開始し て く だ さい。

設置およびケーブルを接続する前に、 電気工事におけ る一般的な安全知識について、 十分に留意し て
く ださ い。 以下の安全のガ イ ド ラ イ ンの節では、 設置におけ る安全 と 災害の防止のための注意 と 警告
を記載し てあ り ます。 安全な設置のために、 このイ ン ス ト レーシ ョ ンガ イ ド 内のガ イ ド ラ イ ン、 警告
に従って く だ さい。

以下のガ イ ド ラ イ ンに従って、 安全な作業を行って く だ さい。

• 設置そ し て設置後に も、 作業場所は整理され埃のない状態にし て く だ さい。

• 作業のために歩 く 場所に工具など を放置し ないで く だ さい。

• 設備に引っかかる よ う なた るんだ衣服を着ないよ う にし て く だ さい。 た るんでいる部分は固定し

て く だ さい。

• 目に傷害を受け る よ う な作業の時には、 防護めがねを使って く だ さい。

• 他の作業員も含め、 危険な状況を作 り 出さ ないよ う 十分に注意し て く だ さい。

1.5.2  電気機器にかかわる安全について

電気機器にかかわるガ イ ド ラ イ ンです。

• 事故の と きすばや く 電源を切る こ と ができ る よ う に、 設置および調整する システムの電源を落 と

すス イ ッチの場所を確認し ておいて く だ さい。 以下の作業の前にはブレーカーによ り すべての電
源を落と し て く だ さい。

• シ ャーシの設置と 除去をする と き。

• 電源装置のそばで行動する と き。

• 危険のあ る場所では、 1 人だけで作業を し ないで く だ さい。

• 常に回路には電気が通じ ている と 考えて、 回路をチェ ッ ク し ながら作業し て く だ さい。

• 事故の可能性ががないかど う か慎重に作業場所を点検し て く だ さい。 ポ イ ン ト と し ては、 湿気の

多い床、 湿気の多いも し く は濡れた地面、 アース されていない電源延長ケーブル、 擦 り 切れてい
る電源ケーブル、 アース不良などがあ り ます。

• 電気的事故が発生し た場合は、 以下のよ う にし て く だ さい。

• まず、 自分自身が被害を受けないよ う に注意し て く だ さい。

• システムの電源を落と し て く だ さい。

• できれば、 他の人に救護を呼んで も ら って く だ さい。 それができ なければ、 被害を受けた人の

状態を把握し、 助けを呼んで く だ さい。

• 被害者が人工呼吸か心臓マ ッ サージを必要と するかど う かを判断し て く だ さい。 そ し て、 適切

な行動を取って く だ さい。

本製品の ヒ ューズ A と B を確実に取 り 外し て く ださ い。

製品に供給されている電源を切って く だ さい。
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1.5.3  静電気の除去

電子装置を正し く 扱わない と 、 ESD( 静電気の放出 ) によ り 完全も し く は部分的に装置を破壊する こ と
があ り ます。 システムカードやモジ ュールを扱 う と きには以下の ESD 防止手順に従って く だ さい。

1. フ レームがグ ラ ウ ン ド にアース されている こ と を確認し て く ださ い。

2. 手首か足に ESD 防止用のス ト ラ ッ プを着けて く だ さい。 ス ト ラ ッ プが確実に肌に接触する よ う
にし ます。 足用のス ト ラ ッ プの場合床が ESD 伝導性のものであ る必要があ り ます。

3. ESD 防止ス ト ラ ッ プの ク リ ッ プを、 グ ラ ウ ン ド に直接設置し ている フ レームの非塗装面、 ラ ッ
ク、 シ ャーシの ESD 点に接続し ます。 こ う し て、 不要な ESD 電圧が安全にグ ラ ウ ン ド に流れ
る よ う にし て く だ さい。

4. 正し く ESD 防止ス ト ラ ッ プを身につけ、 ESD ダ メ ージやシ ョ ッ ク が発生し ないよ う に注意し て
く だ さい。 手首か足用のス ト ラ ッ プが使えないのであれば、 シ ャーシの非塗装の金属部に体を
接触させる よ う にし て、 グ ラ ウ ン ド を確保し ます。

1.5.4  注意と準拠規格

本製品は以下の EU 規格に合致し ています。

• EN55022: 1998 Information Technology Equipment - Radio disturbance

• EN55024: 1998 Information Technology Equipment - Immunity characteristics - Limits and methods of 

measurement.

• EN60950: 2000 Safety of Information Technology Equipment, including electrical business equipment.

• EN60825-1: 1994 Safety of Laser Products - part 1: Equipment classification, requirements and userﾕs 

guide.

• EN61000-3-2: 1995 Electromagnetic compatibility (EMC) - part 3-2: Limits for harmonic current 

emissions (equipment input current up to and including 16A per phase).

• EN61000-3-3: 1995 Electromagnetic compatibility (EMC) - part 3-3: Limitation of voltage fluctuations 

and flicker in low-voltage supply systems for equipment with rated current up to 16A

1.5.5  レーザーに関する安全指標

FCC - 本製品は電磁波放出における FCC の要件に準拠し ています。
FCC コ ンプラ イ アン ス責任者の関知し ない本製品に対する何らか
の変更は FCC における要件を満た さ な く な る可能性があ り ます。

関連し た法律に従って本製品を設置し て く ださい。

FDA radiation performance standards の 21 CFR Subchapter J. に準拠し ています。

本書に示す制御、 調整などの手順を逸脱し た場合、 放射によ る障害
を受ける可能性があ り ます。

21 CFR 1040.10 および 1040.11. に準拠し ています。
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1.6  9101 の電源の接続とグラウン ドの確保

1.6.1  電源およびグラウン ド に関する注意事項

TELESYN 9101 本体の電源および主要グラウンドは、パワーエントリーモジュールプラグにより供給

されます。

この装置では DC 供給電源のアース導体を装置のアース導体に接続でき る よ う に
設計されています。

そのよ う に接続された場合、 次の 4 つの条件がすべて満た されている必要があ り
ます。

1. この装置は、 DC 供給システムのアース電極導体に直接接続されているか、
DC 供給システムのアース電極導体に接続されている アース端子バーまたはバ
スからの接続ジ ャ ンパーに接続されている。

2. この装置は、 同じ DC 供給回路のアース導体に接続された他の機器のよ う に、
同じ隣接区域 （例えば隣接する キ ャ ビネ ッ ト ） に設置されている。 DC システ
ムのアース点も そのよ う になってお り 、 ほかの場所にアース接続されていな
い。

3. DC 電源装置は、 この装置と 同じ使用条件の元に設置されている。

4. DC 電源と アース電極導体の接続点の間のアース回路の導体に、 切替器や切断
装置がない。 

この製品に同梱される保護アース端子は常にアースに接続されていなければな
り ません。

電源ケーブルまたはグ ラ ウ ン ド ケーブルを接続する前に、 次の点を確認し て く だ
さい。

1. 確実にグ ラ ウ ン ド された 48VDC SELV (Safety Extra Low Voltage) 電源に接続す
る。 (SELV - UL60950 - 電圧値が 42.4V ピーク～ 60VDC であ る )

2. 分岐回路過電流保護値が 15A に設定されている。

3. 適切な認可および定格を持つ切断装置が、 容易に手が届 く よ う に現場の配線
に組み込まれている。

4. 顧客電源 （-48VDC） の電源ス イ ッチがオフ （目に見えて切断されている） に
なってお り 、 TELESYN 9101 の ヒ ューズが取 り 外されている。

5. 14 AWG の銅導体を使用する。 

6. アースグ ラ ウ ン ド導体が緑 / 黄の絶縁被覆であ る。
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1.6.2  パワーエントリーモジュール

図 1-9 にパワーエン ト リ ーモジ ュールの様子を示し ます。 パワーエン ト リ ーモジ ュールには、 ヒュー
ズ A、B、および PEM プラ グを接続する コネ ク ターがあります。コネ ク ターには、 -48 A、-48 B、グ

ラウンド および RTN （共通戻 り 線） があ り ます。

注意 : RTN の接続に冗長性を持たせるため、 突き合わせ接続子 （butt splice）、 閉端接続子 （wire 
connector）、 T スプ ラ イス （T-splice） などを使用し て、 RTN の導線の途中の適切な と こ ろで、
2 本に分割し、 分割し たそれぞれの導線を電源 A と B に接続し て く だ さい。

図 1-9  9101 パワーエントリモジュール（PEM）

図 1-10 に PEM プラグの様子を示します。PEM プラグには爪があり、誤った方向には差し込めないよ
うになっています。

図 1-10  PEM プラグ - 詳細
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 17
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1.6.3  -48VDC のオフ ィ ス電源を 9101 PEM プ ラグに接続する

1. PEM プラ グのネジを緩めます。

2. 図 1-11 の色の導線 （14AWG） を使用し、 被覆を 6.5mm ほど剥き ます。

3. PEM 上の正しい端子にそれぞれの導線を接続し ます。 接続する端子については、 下図を参考にし
て く だ さい。

図 1-11  9101 PEM プラグ（接続端子を識別）

4. PEM プラ グのネジを締めます。

5. 電源の導線、 グ ラ ウ ン ド の導線を きれいに束ね、 結束バン ド またはテープでま と めます。

1.6.4  電源への接続 （1 系統または 2 系統）

1 系統または 2 系統の電源を使用し た接続が可能です。 2 系統電源を使用する場合、 いずれかの電源
に不具合があった場合で も本体が継続し て動作する こ と ができ ます。

1. 2 系統の電源に接続する場合は、 -48 A を一方の -48VDC 電源に接続し、-48 B を他方の -48VDC
電源に接続します。
1 系統の電源に接続する場合、 -48 A、 -48 B を同一の -48VDC 電源に接続します。

2. グラウンド  の導線を、本体の接地点に接続します。

3. RTN を DC 電源の共通戻り線に接続するか、または RTN の導線の途中の適切な と こ ろで、 2 本に分
割し、 分割し たそれぞれの導線を DC 電源 A と B の戻 り 線に接続し て く だ さい。 1.6.2 の「注意」
を参照してください。
TELESYN 9100 インストレーションガイド



1.6.5  起動の確認

1. 最初に PEM プラ グのネジの部分で DC 電源の電圧を確認し ます。
パワーエン ト リ ーモジ ュールのコネ ク ターから PEM プラ グを取 り 外し た状態で、 DC 電源を ON
にし て く だ さい。

2. PEM プラ グの -48 A ネジと RTN ネジの間の電圧を測定し、電圧値と極性が正しいことを確認して
ください。

3. PEM プラ グの -48 B ネジと RTN ネジの間の電圧を測定し、電圧値と極性が正しいことを確認して
ください。

4. -48 A と GND 間の電圧を測定し、電圧値と極性が正しいことを確認してください。

5. 図 1-12 のよ う に、 ヒ ューズを ヒ ューズホルダーに取 り 付け、 図 1-12 のよ う に、 パワーエン ト
リ ーモジ ュールに ヒ ューズ A、 B を挿入し て く ださ い。

図 1-12  ヒ ューズの組み立て

図 1-13  ヒ ューズの取り付け

6. 手順 2. ～ 4. の電圧値が正し ければ、 PEM プラ グをパワ ーエント リ ーモジュ ールに接続し てく ださ い。
または、 いったん DC 電源を OFF にし、 PEM プラ グをパワーエン ト リ ーモジ ュールに接続し た
後、 DC 電源を ON にし て く だ さい。

7. 本体やコ ンポーネン ト に電力が供給され、 フ ァ ンの回転が始ま り ます。

注意 : フ ァ ンの回転速度は自動制御で、 必要に応じ て自動的に調整されます。

8. PEM プラ グをパワーエン ト リ ーモジュールから抜 く か、 DC 電源を OFF にし て く だ さい。
次に各カード モジ ュールを取 り 付けます。

1.6.6  運用時の電源投入と切断

電源の投入 / 切断は、 PEM プラ グの抜き差し、 または DC 電源の ON/OFF で行って く ださ い。
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1.7  9102/9103 の電源の接続とグラウン ドの確保

1.7.1  電源とグラウン ドの接続

9102 には AC 電源ユニ ッ ト が内蔵されています (9103 は リ ダンダン ト AC 電源ユニ ッ ト も内蔵されて
います )。 14AWG の緑 / 黄の絶縁されたグ ラ ウ ン ド用の導線で、 本装置背面の接地端子 (Ground) をフ
レームのグ ラ ウ ン ド に接続し ます。 電源コ ンセン ト と AC 電源コネ ク ターを電源ケーブルでつなぎ、
電源ス イ ッ チを On( ｜ ) にし ます。

注意 : 14AGW の導線は本製品には同梱されていません。 別途ご用意 く だ さい。

図 1-14 のよ う に AC 電源ユニ ッ ト はユニ ッ ト 背面にあ り ます。 

図 1-14  9102 の AC 電源ユニ ッ ト ( 背面 )

1.7.2  電源の供給と チ ェ ッ ク

1. 14AWG のグ ラ ウ ン ド用の線をグ ラ ウ ン ド ピンに接続し ます。

2. 電源ス イ ッ チが Off( ○ ) の位置にあ る こ と を確認し ます ( 図 1-14 参照 )。

3. 電源コ ンセン ト と AC 電源コネ ク ターを電源ケーブルでつなぎます。

4. AC 電源ユニ ッ ト のス イ ッチを On( ｜ ) にし ます ( 図 1-14 参照 )。

5. フ ァ ンの回転が始ま り ます。

注意 : フ ァ ンの回転速度は自動制御で、 必要に応じ て調整されます。

6. AC 電源ユニ ッ ト のス イ ッチを Off にし ます。 次にカード モジュールを取 り 付けます。

警告 : 本製品を AC100V で使用する場合は、 同梱の電源ケーブルを使用し て く だ さい。 AC200V で使
用する場合は、 設置業者にご相談 く だ さい。 不適切な電源ケーブルや電源コ ンセン ト を使用
する と、 発熱による発火や感電の恐れがあ り ます。

1.7.3  リ ダンダン ト AC 電源の交換

9103 には 2 基の AC 電源ユニ ッ ト （ リ ダンダン ト AC 電源） が装着されている ため、 9103 が提供し て
いるサービ ス を停止せずに、 AC 電源ユニ ッ ト の交換が可能です。

1. 交換の場合、 取 り 外す リ ダンダン ト AC 電源の電源ス イ ッチを Off( ○ ) にし て、 電源ケーブルを抜
いてから取 り 外し ます。

2. 新しい リ ダンダン ト AC 電源の電源ス イ ッチを Off( ○ ) にし て、 新しい リ ダンダン ト AC 電源を本
製品に取 り 付けます。

3. 新しい リ ダンダン ト AC 電源に電源ケーブルを取 り 付け、 新しい リ ダンダン ト AC 電源ス イ ッ チを
On( ｜ ) にし ます。

注意 : 必ず上記の手順で新しい リ ダンダン ト AC 電源を装着し て く だ さい。 上記の手順にし たがわ
なかった場合、 本製品は新しい リ ダンダン ト AC 電源の装着を正し く 認識し ません。
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1.8  カー ド モジュールの取り付け

1.8.1  コ ン ト ロールモジュール CFC12 の取り付け

注意 : モジュールを取り付ける と きには、 ESD 防止手順 (1.5.3 静電気の除去 （P.15） ) に従って く だ
さい。 静電気の除去を行わない場合、 モジュールを破壊する こ とがあ り ます。

1. 帯電防止梱包から カード を取 り 出し て く だ さい。

2. モジ ュールの部品面を上にし て、 ロ ッ ク ラ ッチを持って く だ さい （図 1-1 参照）。

3. ラ ッチ内側の リ リ ースボタ ンを押し、 ラ ッ チを開いて く だ さい。 これがラ ッ チがオープンな状態
の位置です （図 1-15 参照）。

図 1-15  ラ ッ チのオープン位置 ( 左 ) と ロ ッ ク位置 ( 右 )

4. モジ ュールを CFC12 用のス ロ ッ ト 3 にあわせます。

5. ロ ッ ク ラ ッチ と 前面パネルを持ち、 ロ ッ ク ラ ッチがロ ッ ク レールを噛み込むまでス ロ ッ ト にゆっ
く り 押し込んで く だ さい （図 1-16 参照）。

注意 : モジュールを最後まで差し込むにはある程度の力が必要です。 前面パネルを抑えて差し込み、
必要以上の力をロ ッ ク ラ ッ チにかけないで く だ さい。

6. 最後に、 固定する ためにラ ッ チを閉じ て く だ さい。 こ の と きに リ リ ースボタ ンを押し続けている
必要はあ り ません。

図 1-16  ロ ッ ク ラ ッ チがオープンな状態 ( 下のモジュールはロ ッ ク し ています )
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1.8.2  サービスモジュールの取り付け

サービ スモジ ュールはス ロ ッ ト 0、 1、 2 に取 り 付けます。 ス ロ ッ ト は 0、 1、 2 の順番で番号順に埋め
てい く よ う にし て く だ さい。

1. 帯電防止梱包から カード を取 り 出し て く だ さい。

2. ス ロ ッ ト 0 か 2 に取 り 付け るには、 モジ ュール基板の部品が付いている面が下にあ る状態で、
ロ ッ ク ラ ッ チでモジ ュールを持って く だ さい。 ス ロ ッ ト 1 に取 り 付け るには、 部品面が上にあ る状
態で、 ロ ッ ク ラ ッチでモジ ュールを持って く だ さい。 いずれのス ロ ッ ト でも、 ラベルが付いている
ロ ッ ク ラ ッ チはシ ャーシの内側にな り ます。

3. ロ ッ ク ラ ッ チの内側の リ リ ースボタ ンを押し て、 ラ ッ チを開いて く だ さい。

4. ロ ッ ク ラ ッ チがロ ッ ク レールを噛み込むまでス ロ ッ ト にゆっ く り 押し込んで く だ さい。

5. 最後に、 固定する ためにラ ッチを閉じ て く だ さい。

1.8.3  サービスモジュールのホ ッ ト スワ ッ プ

サービ スモジ ュール （ス ロ ッ ト 0、 1、 2） はホ ッ ト ス ワ ッ プが可能です。

1. 該当のサービ スモジ ュールに対し て 「disable card=slot number」 （slot number は 0、 1、 2） を実行し
て く だ さい。

2. PULL LED （赤） が点灯し ている こ と を確認し て く だ さい。

3. 該当のサービ スモジ ュールを取 り 外し ます。 ロ ッ ク ラ ッチの内側の リ リ ースボタ ンを押し ながら、
ラ ッ チを開いて く だ さい。

4. サービ スモジ ュールを ス ロ ッ ト から抜いて く だ さい。

5. 新しいサービ スモジ ュールを取 り 付けます。 まず、 リ リ ースボタ ンを押し て、 ラ ッチを開いて く
ださい。

6. ロ ッ ク ラ ッ チがロ ッ ク レールを噛み込むまでス ロ ッ ト にゆっ く り 押し込んで く だ さい。

7. ラ ッ チを閉じ て く だ さい。 サービ スモジ ュールが固定されます。

8. 該当のサービ スモジ ュールに対し て 「enable card=slot number」 （slot number は 0、 1、 2） を実行し
て く だ さい。

9. INSRV LED （緑） が点灯し ている こ と を確認し て く だ さい。

1.8.4  SFP モジュールの取り付け

CFC12 用の SFP モジ ュールは専用品をお使い く だ さい。 製品によ っては取 り 出し用のラ ッ チが付い
ています。

1.8.5  ブ ラ ン クパネル (FPF) の取り付け

何も モジ ュールが入っていないス ロ ッ ト には、 以下のよ う にし てブラ ン クパネルを取 り 付けて く だ さ
い。

1. ブラ ン クパネルを も ち、 ロ ッ ク ラ ッチがロ ッ ク レールを噛み込むまでス ロ ッ ト にゆっ く り 押し込
んで く だ さい。

2. 固定する ためにラ ッ チを閉じ て く だ さい。

シ ャーシ内にほ こ り が入ら ないよ う に、 また適切な気流を確保する ためにブラ ン
クパネルを取 り 付けて く だ さい。 すべての空き ス ロ ッ ト にき ちん と 取 り 付け られ
ていない場合、 本製品が熱を持ちすぎた り 、 故障し た り するおそれがあ り ます。

金属部分が隣接し ている他のモジ ュールの部品に触れないよ う にし て く だ さい。

ブラ ン クパネルを取 り 付け る と きに、 モジュールの間に指をはさ まないよ う に注
意し て く だ さい。
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1.9  コ ン ソールター ミ ナル、 コ ンピ ューターの設定
本製品の初期設定は、 CONSOLE ポー ト にコ ン ソールター ミ ナルを接続し て行います。 下記のコ ン
ソールター ミ ナルを使 う こ と ができ ます。

• VT100 互換端末装置

• ター ミ ナルエ ミ ュ レーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アを搭載し た コ ン ピ ューター

CONSOLE ポー ト は RJ45 コネ ク ターで接続し ます。 ピン配列は以下のよ う になっています。

• Pin 3 -TXD

• Pin 6 - RXD

• Pin 4 (or 5) - GND

CONSOLE ポー ト と コ ンピ ューターや端末と の接続には、 同梱のコ ン ソールケーブルを使います。

以下のモデム制御信号はコネ ク ターにはあ り ません。

• Clear To Send

• Request To Send

• Data Set Ready

• Data Terminal Ready

• Carrier Detect

CONSOLE ポー ト の工場出荷時設定は以下の と お り です。

注意 : CONSOLE ポー ト を使う と きには、 ター ミ ナルエ ミ ュ レーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アのフ ロー制御を
無効に し て く だ さい。

1. 同梱のコ ン ソールケーブルの RJ45 側を CONSOLE ポー ト に取 り 付け、 DSUB9 側を端末かコ ン
ピ ュータに接続し ます。

2. コ ンピ ュータの場合は、 ター ミ ナルエ ミ ュ レーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を立ち上げて く だ さい。

3. VT100 エ ミ ュ レーシ ョ ン設定は次の と お り です。
9600bps、 ス ト ッ プビ ッ ト 1、 フ ロー制御無し、 ノ ンパ リ テ ィ 、 8 ビ ッ ト 。

表 1-9  工場出荷時のポー ト 設定

Option Default Option Default

アテンシ ョ ン BREAK キ ューの最大フ レーム数 0 ( 無制限 )

CD コ ン ト ロール IGNORE MTU 1500

データ ビ ッ ト 8 ポー ト 名 ASYN 0

デフ ォル ト サービ ス FALSE 出力フ ロー制御 ハード ウ ェア

DTR コ ン ト ロール ON 1 ページあた り 行数 22

エコー ON パ リ テ ィ な し

フ ロー制御 ハード ウ ェ ア プロ ンプ ト DEFAULT (CMD>)

ヒ ス ト リ ー 30 Secure モード ON

入力フ ロー制御 ハード ウ ェ ア サービ ス名 な し

IP ア ド レ ス な し イ ン ターフ ェース速度 9600bps

IPX ネ ッ ト ワーク な し ス ト ッ プビ ッ ト S 1

ロ グ イ ン ON 端末種別 VT100
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1.10  システムケーブルの接続
以下にシステムケーブル、 コネ ク ターの取 り 付けについて説明し ます。

1.10.1  RJ21 コネク ターのあるサービスモジュール

注意 : ケーブル長は、 ループを含み敷設に必要な余裕を持っ て準備し て く だ さい。

1. RJ21 ケーブルのコネ ク ターを RJ21 コネ ク ターを使用し たモジ ュールに取 り 付けて く だ さい。

2. ねじ と 結束バン ド を使用し て、 図のよ う に固定し て く だ さい。

注意 : ネジは締め過ぎないよ う に固定し て く だ さい。 そ し て、 結束バン ド を閉めて、 コネク ターを
し っかり と固定し ます。

図 1-17  RJ-21 Cable Connector

1.10.2  RJ45 コネク ターのあるサービスモジュール

ケーブルの RJ45 コネ ク ターを、 FE10 モジュールの上のポー ト に差し込んで く だ さい。

図 1-18  FE10 ケーブルコネク ター

注意 : FE10 モジュールに接続されたそれぞれのケーブルを、 きれいにま とめて く だ さい。 ケーブル
が輪にならないよ う にし ます。
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図 1-19  ま とめられた FE10 の ケーブル

1.10.3  GE4/GE2RJ

注意 : 本製品には GE2RJ ポー ト 群と GE4 ポー ト 群があ り ます。 GE2RJ や GE4 ポー ト はア ッ プ リ ン
クポー ト と し て使用する こ とができます。 残りの GE2RJ ポー ト および GE4 ポー ト は、 複数の
本製品を カスケー ド接続するために使用し ます。 詳し く は User Guide を参照し て く だ さい。

1. SFP を取 り 付け、 光ケーブルを GE4 に取 り 付けます、 も し く は、 UTP ケーブルを GE2RJ に取 り 付
けて く だ さい。

2. ケーブルの も う 一方の端をア ッ プ リ ン クデバイ スに取 り 付けて く だ さい。

1.10.4  マネージ メ ン ト 用ケーブル (CFC12 の MGMT ポー ト )

注意 : 管理のためにマネージ メ ン ト ポー ト (MGMT ポー ト ) を使う場合にのみ、 ケーブルを接続し て
く だ さい。 詳し く は User Guide の Chapter 3 を参照し て く だ さい。

MGMT ケーブルの片端を MGMT ポー ト に取 り 付けて く だ さい、 そ し て も う 一端は、 TCP/IP ネ ッ ト
ワークに接続し ているポー ト に取 り 付けて く だ さい。 User Guide の Chapter3 を参照し て く だ さい。
TELESYN 9100 イ ンス ト レーシ ョ ンガイ ド 25



26
1.11  電源の投入と ス ター ト ア ッ プシーケンスのチ ェ ッ ク
1. 本製品に電源を投入し て く だ さい。

2. フ ァ ンが動き始め、 シ ャーシ内のエアフ ロー ( 気流 ) が安定する こ と を確認し て く だ さい。

3. コ ン ソールター ミ ナルで、 ス ター ト ア ッ プシーケン スが次のよ う にな る こ と を確認し て く だ さい。

注意 : 以下の例と実際のメ ッ セージ とは完全に同じ ものではない場合があ り ます。 エ ラー メ ッ セー
ジが出力されていないかを確認し て く だ さい。

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

Allied Telesyn 12G Central Fabric Controller Boot Loader
  Version 7.0.b.01.20050527
  Created on Tue 05/31/2005 at 6:20p
  Copyright Allied Telesyn Networks, Inc., 2004

VxWorks Version 5.5.1 for IBM PowerPC 440GP Rev. 2.0
  BSP version 1.2/3
  Copyright Wind River Systems, Inc., 1984-2002

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

FPGA Version 12.11
Starting Allied Telesyn Product Software Loading.
Attaching to Flash File System ... done.
                                                                                       
/tffs/  - Volume is OK
Press any key to stop automatic loading of software image...
 0
Automatically loading software image...

Boot album is (current, attempt 1): '/tffs/load/cfc12_7.0.0.alpha.20050720.tar'
Checking Album's integrity...done
Loading vxWorks.bin.gz...(7998464 bytes)
Starting at 0x10000...

Attaching interface lo0...done

Adding 51113 symbols for standalone.

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

                            ;@ @@@@@@@@@@@@@@@@@  ====
                         ,;@@@@ @@@@@@@@@@@@@@" ========  
                       ;@@@@@@@@   @@@@@@@@" ,@ ========
                    ,;@@@@@@@@@@@ @@@@@@@" ,@@@ ========
                  ;@@@@@@@@@@@@@@@ @@@@;" ,@@@@@@ ====,
               ,;@@@@@@@@@@" ;@@@@@ @@"  @@@@@@@@@@@@"
              @@@@@@@@@@@"    "@@@@@ " @@@@@@@@@@@@@"

                     Allied Telesyn Networks, Inc.

Allied Telesyn 12G Central Fabric Controller
  Version 7.0.0.ALPHA.20050720 (Lab-Only Build)
  Created on Wed 07/20/2005 at 4:46a
  Copyright Allied Telesyn Networks, Inc., 2004

----------------------------------------------
Software Version Information
----------------------------------------------
Build name : Allied Telesyn 12G Central Fabric Controller
Build type : Lab-Only Build
Revision   : 7.0.0.ALPHA.20050720
Built on   : Wed 07/20/2005 at 4:46a
Built by   : ccbuild
Environment: ccbuild_R7.0_nightly_integration
Baseline   : Integration Latest
Target     : cfc12
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Options    : 
----------------------------------------------
Boot ROM Version Information
----------------------------------------------
Boot ROM   : Allied Telesyn 12G Central Fabric Controller Boot Loader
Revision   : 7.0.b.01.20050527
Built on   : Tue 05/31/2005 at 6:20p
Built by   : ssimmons
Environment: ssimmons_R7.0_cfc12_fdb
Baseline   : R7.0_Nightly_05_27_05.2360
BuildTarget: bootcfc12

----------------------------------------------

VxWorks Version 5.5.1 for IBM PowerPC 440GP Rev. 2.0
  BSP version 1.2/3
  Copyright Wind River Systems, Inc., 1984-2002

Memory Size: 255 MB

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

System Time is 2067-04-07 23:52:39.005
System initializing...User Access Verification
User Access Verification

Username: 

4. システムの初期化テス ト が終了する と Username: と い う プロ ンプ ト が表示されます。

5. ユーザー ID 「officer」 と パス ワード 「officer」 を入力し て く だ さい。

6. 次の入力を し、 問題がないか管理ロ グをチェ ッ ク し て く だ さい。

> SHOW LOG SEVERITY=CRITICAL

> SHOW LOG SEVERITY=MAJOR

> SHOW LOG SEVERITY=MINOR

7. 次の入力を し、 ア ラームの状態を確認し て く だ さい。

> SHOW ALARMS ALL

8. 手順 6 と 7 の結果、 管理ロ グに問題があ るか 「INFO」 以外のア ラームが発生し ている場合は、 サ
ポー ト までご連絡 く だ さい。

注意 : MAC モジュールに不具合がある場合、 以下のよ う にな り ます。

- 「Can Not Read MAC Address」という「SYS009」ログがテキストで生成されます。

- 「Can Not Read MAC Address」というアラームが発生します。

• 問題がなければ 1.12 に進みます。

• 問題があ る場合、 弊社担当窓口までお問い合わせ く だ さい。
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1.12  設定の確認

1.12.1  ソ フ ト ウ ェ ア読み込みのチ ェ ッ ク

コ ン ト ロールモジュールやサービ スモジ ュールは工場出荷段階で ソ フ ト ウ ェ アがフ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー
に書き込まれています。 ソ フ ト ウ ェ アが弊社の提供する最新バージ ョ ンであ るかを確認し て く だ さ
い。 問い合わせ先に関し ては  最新のフ ァーム ウ ェ アについて （P.4） を参照し て く だ さい。 なお、
サービ スモジ ュールを交換し た場合には、 現在のコ ン ト ロールカード 上に存在する ソ フ ト ウ ェ アが読
み込まれます。

ソ フ ト ウ ェ アをダウ ン ロード し た ら、 コ ン ト ロールモジ ュールのフ ラ ッ シ ュ フ ァ イルシステムにコ
ピーし ます。 そ し てそれを FLASH メ モ リ にコ ピーし、 起動時に読み込むよ う にし て く だ さい。 さ ら
にシステムを再起動し、 その ソ フ ト ウ ェ アが使用されている こ と を確認し て く だ さい。 も しサービ ス
モジ ュールを交換し た場合には、 現在の ソ フ ト ウ ェ アがサービ スモジ ュールにも読み込まれている こ
と を確認し て く だ さい。 さ らにそれがコ ン ト ロールモジ ュールから読み込まれている こ と も確認し て
く ださ い。

こ の方法の詳細は User Guide の File Management and Software Release Upgrade を参照し て く だ さい。

本製品のハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの互換性に関する情報については Component Specification を参
照し て く ださ い。

1.12.2  マネジ メ ン ト イ ン ターフ ェースのチ ェ ッ ク

本製品は、 UTP ケーブル経由でコ ン ソールター ミ ナルに接続し て管理する こ と ができ ます。 本製品の
初期状態について確認する方法は User Guide Section 2.4 を参照し て く だ さい。

マネジ メ ン ト イ ン ターフ ェースの設定については、 User Guide Chapter 3 を参照し て く だ さい。
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2. 付録
2.1  ご注意
本書に関する著作権などの知的財産権は、 ア ラ イ ド テレシス株式会社 （弊社） の親会社であ る ア ラ イ
ド テレシス ホールデ ィ ング ス株式会社が所有し ています。 ア ラ イ ド テレシスホールデ ィ ング ス株式会
社の同意を得る こ と な く 本書の全体または一部を コ ピーまたは転載し ないで く だ さい。

弊社は、 予告な く 本書の一部または全体を修正、 変更する こ と があ り ます。

弊社は、 改良のため製品の仕様を予告な く 変更する こ と があ り ます。

Copyright 2007 ア ラ イ ド テレシスホールデ ィ ング ス株式会社

2.2  商標について
こ の文書に掲載し ている ソ フ ト ウ ェ アおよび周辺機器の名称は各 メ ーカーの商標または登録商標で
す。 

2.3  電波障害自主規制について
こ の装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラ ス A 情報技術装
置です。 この装置を家庭環境で使用する と 電波妨害を引き起こすこ と があ り ます。 この場合には使用
者が適切な対策を講ずる よ う 要求される こ と があ り ます。 

2.4  廃棄方法について
本製品を廃棄する場合は、 法令 ・ 条例などに従って処理し て く だ さい。 詳し く は、 各地方自治体へお
問い合わせいただき ますよ う お願いいた し ます。 

2.5  日本国外での使用について
弊社製品を日本国外へ持ち出されるお客様は、 下記窓口へご相談 く だ さい。

 0120-860442

月～金 （祝 ・ 祭日を除 く ） 9:00 ～ 17:30 

2.6  マニュアルバージ ョ ン
2007 年 3 月 Rev.A 初版
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